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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、生徒との人間関係における悩みを契機とした「教師の成長・発達モデル」（都丸、
2007）について、23名の教師を対象に面接調査を行い、モデルの検証およびその有効性や教師
支援への活用可能性について検討した。さらに、その過程で得られた知見を基に、特に初任期
の教師と女性教師に着目し、モデルの精緻化および具体化を行った。その後、縦断的な面接調
査の結果も踏まえ、生徒との関係に悩む教師への支援策を提示した。 

研究成果の概要（英文）： 

In this study, we validated the “teachers’ growth and development model”, triggered 
by troubled feelings about their relations with their students. One-to-one 
semi-structured interview surveys were conducted with twenty-three teachers. In addition, 
examind the possible use of this model for teachers support. Then, novice and female 
teachers focus on, we refined the model. Based on results of a longitudinal interview, 
recommendations were made for measures to help them. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）悩みの有する二つの側面－メンタルヘ
ルスの悪化要因と成長・発達への契機として
の悩み経験－：教師のメンタルヘルスや疲労、
バーンアウトが注目され、多くの研究がなさ
れてきた。特に生徒との関係は悩みを抱く可
能性が高く、また対生徒の悩みは生徒に与え
る影響に鑑みても看過できないと言える。し
かし、そのような悩みを教師の成長・発達の

一要因として指摘する研究もある。したがっ
て、悩みは短期的な視点においてはメンタル
ヘルスとの関連を、長期的視点においては成
長・発達との関連を有していると考えられ、
教師支援を考えた際、悩みとメンタルヘルス
および成長・発達との関連を一連のプロセス
で捉える視点が必要である。 

 

（2）教師の成長・発達を捉える新たな視点：
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安藤（2000）は外的に付与された基準の達成
により測られる右肩上がりの成長・発達では
なく、教師の内面化を前提とした変容の過程
こそ教師の成長・発達であると指摘している。
教師の内面で生じた認知の変容が当該教師
の成長・発達感の生起と関連していることは
実証的にも示されている（都丸、2005）。悩
みを契機とした教師の変容に焦点を当て、悩
む教師への支援策を構築する上で、教師の内
面で生じた認知の変容に焦点を当てること
は必要な視点である。悩みを契機とした成
長・発達をより積極的に促すために、悩みを
契機として個々の教師に生じた成長・発達の
プロセスを教員集団で共有し生かしていく
視点及び手段が求められている。 

 

（3）上記の学術的背景を踏まえ、申請者は、
個別の教師の日々の教育実践の積み重ねか
ら生じる成長・発達の共通性に焦点をあて、
M-GTA（木下、1999）を用い、教師の成長・
発達モデルの構築を試みてきた。具体的には、
生徒との関係における悩みを契機とした成
長・発達の過程を「悩みの発生の過程→悩み
を抱えていく過程→悩みを契機とした変容
とその過程」とし、それぞれの過程をモデル
化した。しかし、構築されたモデルは抽象度
が高く、生徒との関係に悩む教師の支援策と
して教育実践中で活用するためには、より具
体化する必要があった。また、それぞれの過
程のモデルは、性別・悩み経験時の教職経験
年数等に一定の特徴を孕む可能性が示唆さ
れた。 

 

２．研究の目的 

本研究では悩みとメンタルヘルス及び成
長・発達の関連を一連の経過に着目し、より
詳細な検討を加え、「教師の成長・発達モデ
ル」を精査・改良、また新たに再構築するこ
とを目的とした。詳細な目的は、以下の 3 点
である。 

 

（1）悩みの内容と変容の内容に関して：ど
のような悩み経験が、教師にどのような変容
をもたらすのか？ 

 

（2）悩みの一連の過程に関して：どのよう
に悩む（以下，悩み方）のか？その悩み方を
規定する要因は何か？また悩み方はメンタ
ルヘルスやその悩みを契機とした成長・発達
と関連しているのか？ 

 

（3）（上記 2点の検証を通し）悩む過程中で
の個人特性（性別や教職経験年数）に関し
て：特定の対象群で悩み方に特徴の有無を見
出す事ができるのか？またその際どのよう
な特徴を見出す事ができるのか？ 
 

３．研究の方法 

（1）複数の教員（教職経験年が長期～短期，
男性・女性）に対して、「教師の成長・発達
モデル」を検証および精査・改良するため、
教師を対象に生徒との関係における悩みに
関して回想法による半構造化面接を実施す
る。特に、生徒との関係における悩みの中で
も、その経験により自身が教師として成長・
発達したと意味づけている経験に焦点を当
てる。 
 
（2）（1）のデータ検討と同時並行で、特定
の対象群における悩み方の特徴の有無の同
定を行う。その後、特徴を見出せた対象群に
対して、追加面接を行う。 
 
（3）（1）および（2）において精査したモデ
ルの検証を行うために、複数の教師を対象に
面接調査を実施し、悩みを契機に成長・発達
したと感じるプロセスを縦断的に検討する。
その際、「教師の成長・発達モデル」を用い
て悩みを抱える過程を確認し、モデルの概念
が教師支援に与える影響について検討する。 
 
４．研究成果 
（1）「教師の成長・発達」モデルの検証：23
名の教師（男性 12名、女性 11名）を対象に、
生徒との人間関係における悩みとその経過
および教職経験における意味づけについて
回想法による半構造化面接調査を行った。そ
の結果、語られた内容はいずれも「教師の成
長・発達」モデルに沿って「悩みの発生の過
程→悩みを抱えていく過程→悩みを契機と
した変容とその過程」に構造化することが可
能であった。しかし、語りの内容を「教師の
成長・発達モデル」に沿って精査した際、共
通して特徴的な語りを有する群とし、女性教
師および初任期の教師が挙げられた。そこで、
それらの群の特徴的な語りを抽出し検討す
ることが新たな課題として提示された。 
 
（2）「教師の成長・発達」モデルを用いた教
師支援策の検討：生徒との関係における悩み
を抱えている過程にいた教師8名（男性 6名，
女性 2 名）に対して、「悩みを契機とした変
容とその過程」の生起の試みとして、教師用
RCRT（近藤、1994）を用いた。その理由は次
の 2 点である。第 1 に、「教師の成長・発達
モデル」の 3段階目のプロセスである「悩み
を契機とした変容とその過程」において、そ
のプロセスが生起する契機となるのは「悩み
との適度な距離」である。ここで、統計的な
分析を基にした教師用 RCRT が、悩みとの適
度な距離を促す契機となると考えられた。第
2に、「悩みを契機とした変容とその過程」に
おいては、適度な距離が生じることで「悩み
事象の振り返り」が促され、具体的な変容が



 

 

生じる。教師用 RCRT は教師自身の生徒への
認知を客観的な視点から振り返ることを目
的としているため、モデルのプロセスを促進
するものと考えた。その結果、いずれの教師
も自身特有の教師用 RCRT を基に生徒との悩
みが生じた背景について考察が深まり、今後
の対応策や自身の有する課題について言及
するに至った。したがって、「教師の成長・
発達」モデルを悩みを抱えた教師への支援策
として用いる際、具体的な方法論として教師
用RCRTが活用可能であることが示唆された。
しかし、過去の悩み経験を他者に語る意義に
ついて検討した都丸（2007）の研究結果を踏
まえると、他者に悩み経験を語ることは聴き
手との相互作用の中で語り手に振り返りを
自ずと生じさせる。つまり、悩みを他者に語
ること自体が「悩みとの適度な距離」の生起
を促すといえる。ここから、教師用 RCRT の
使用それ自体が悩みを抱える教師に振り返
りと変容をもたらすとは明確に同定できな
い。ただし、悩み経験を他者に語る際に、教
師用 RCRT 用いることは生徒認知に焦点を当
てた振り返りの生起を容易にさせる可能性
があると考えられる。 
上記の研究結果を踏まえ、今後の展望として
以下の点が挙げられた。生徒との関係に悩み
を抱える教師に対して、他者に悩みを語るこ
とによる支援を学校の内外に組織的に構築
し、悩みを語ることの意義をより積極的に捉
える雰囲気を推進する事である。近年の教師
集団に特徴的な事柄として指摘されている
私事化や教員評価等を考慮した際、すでに存
在している、悩む教師を対象とした相談機関
や従来現場の知として同僚間で自然発生的
になされてきていた悩みについての語りの
みでは不十分であると考える。管理職が中心
となり、日常の教育現場の中で気軽に悩みを
相談することを促進し、悩むことが力不足や
メンタルヘルスの悪化のみの枠組みで捉え
られる事の無いような組織作りを行うこと
が求められる。具体的には、悩みと成長・発
達についての適切な理解を、研修等を通じて
各教員が共通見解を有することである。この
ことにより、悩む教師自身が悩みを語ること
に対して抱く抵抗感を減じ、また教師間で悩
みを聴くことへの積極的な態度が促される
ものと考える。また、教師用 RCRT 使用の啓
発や適切な活用も含め、各学校に配属されて
いるスクールカウンセラーを教師の成長・発
達を支援する存在として活用することも求
められる。 
 
（3）「教師の成長・発達」モデルの精査－特
徴的な特性を有する対象群についての検討
－：「教師の成長・発達」モデルの検証を行
う過程で、女性教師および初任期の教師群に
共通する特徴的な語りが得られたため、語り

の内容を詳細に分析し検討を行った。 
 
①「教師の成長・発達モデル」から見た女性
教師に特徴的な生徒との関係における悩み
について：女性教師 9名を対象に半構造化面
接より得られたデータの検討を行った結果、
特徴的な側面として以下の5点が抽出された。
まず、「悩みの発生の過程」において、その
背景に生徒から見た女性教師に対する特有
の2つの視点が影響していることが語られた。
それは第 1に、生徒の性差による相違（女子
／男子生徒から見た女性教師・女性教師から
見た女子／男子生徒の視点の相違）である．
具体的には、女子生徒は話しかけやすく話し
かけやすいという特徴が語られた一方、男子
生徒に関しては、発達の程度で女性教師への
関わりが異なる事、また関わりにくい生徒や
叱りやすい生徒の存在が挙げられた。第2に、
「母親的」役割（生徒にとって否定的／肯定
的に捉えられる母親像の投影）である。具体
的には、口うるさいまたは世話を焼き過ぎて
します母親的役割と生徒から「うるさいな」
と思われながらも場面場面で声かけを行う
母親的役割であった。さらに、一般的に女性
特有の性質として挙げられる以下の特徴も
また、女性教師自身から悩みの生起に関連し
ているものとして挙げられた。それは第 3と
して「感情豊か／感情的」な側面および「細
やかさ／細かさ」である。最後に、特に「悩
みを抱えていく過程」において特徴的であっ
た点として 2点が挙げられた。それは第 4と
なる「人間関係への過敏さ」である。具体的
には、ネガティブな側面から捉えた場合は悩
みの生起に繋がりやすいが、ポジティブな側
面から捉えた場合は「悩みを抱えていく過
程」において影響が大きいと考えられる「支
え」となっていた。なお、悩みを抱えた際に
支えとなる人間関係には、同僚のみならず生
徒との関係も含まれ、味方になってくれるこ
と、助けてくれること、自分をわかってくれ
ることが支えの内容として挙げられた。同様
の結果を指摘した研究として、都丸（2005）
は、量的な調査により生徒との人間関係に悩
みを抱えた女性教師の対処方略として最も
影響を与える要因を「情緒調整」であること
を明らかにしている。本研究の結果からも同
様のことが指摘されたと言える。このような
事から、生徒との人間関係における悩みを抱
えた際に、教員間に人間関係がないかまたは
協力し合う雰囲気がない場合、孤立化により
女性教師にとって悩みが一層苦しいものと
なっていく様子が明らかとなった。また、第
5 として、教員集団の中での女性教師の立場
に関する言及である。具体的には，生徒の性
差に関わる役割期待が挙げられていた。それ
は実践を通して気づき、身につけられていく
ものである事が明らかとなり，そのような期



 

 

待に戸惑いまた模索していく過程で「悩みの
発生の過程」が生じることが散見された。こ
の際、学校または学年の教職員の構成に性別
による人数の偏りがあり女性教師のロール
モデルを得にくいか否か、またロールモデル
の獲得を支える存在がいるか否かが「悩みを
抱えていく過程」に影響を与えていた。しか
し、この悩みを語った女性教師全員が、この
ような過程を経て「悩みを契機とした変容と
その過程」において役割期待への気づきや獲
得が生じていた。上記の結果を踏まえると、
生徒との関係における悩みにおいて女性教
師特有の側面を踏まえ、支援を行う必要があ
ると考えられる。 

 
②「教師の成長・発達モデル」から見た初任
期の教師に特徴的な生徒との関係における
悩みについて：初任期の教師 13 名（男性 6
名、女性 7名）を対象に半構造化面接より得
られたデータの検討を行った。始めに、入職
後の悩みの内容の検討および悩みへの対処
について検討した。その結果、初任期の教師
たちが直面する悩みとして「教師職特有の文
化への戸惑いと模索」および「教師という立
場獲得への模索」が挙げられた。第 1に「教
師特有の文化への戸惑いと模索」に関しては、
いわゆる「リアリティ・ショック」に相当す
るものであり、授業や事務作業，学校の流れ
等が含まれている。第 2に「教師という立場
獲得への模索」には生徒との人間関係の形成
や距離感等が含まれている。さらにそのよう
な悩みへの対処過程で教師の支えとなった
のは、「初任期という立場」、「周囲の教師（相
談・協力）」、「生徒との年齢の近さ（距離の
近さ）」、「無我夢中」、「時間による区切り（学
期・年度）」の 5 点であった。ただし、初任
期におけるこれらの支えは、それぞれ両価性
を有していた。具体的には、「初任期という
立場」および「周囲の教師（相談・協力）」
には、自分の力のなさへの直面による自信喪
失があり、同時に周囲に頼ってばかりの状態
への気後れ、さらに期待した以上にそれらが
支えとして得られない場合には落胆を経験
していた。続いて、「生徒との年齢の近さ（距
離の近さ）」に関しては、いわゆる教師生徒
関係が曖昧になったり崩されることへの不
安を抱えていた。さらに、「無我夢中」にお
いては、悩みへの直面化を先延ばしにする働
きを有している一方、それ自体が多忙感を生
みだしストレスとなっている場合、またじっ
くり取り悩み事項に組めないことへの自責
や後悔を生起している場合も見出された。な
お、「時間による区切り（学期・年度）」は「無
我夢中」でいられたことの背景にもなってお
り、次学期や次年度への時間的な展望を与え
ると同時に見通しのなさへの不安もまた喚
起させていた。 

なお、悩みへの対処過程で教師の支えとなっ
たものが包含する両価性の部分は，結果的に
「教師という立場確立への模索」に関する悩
みへと再帰していた。「教師という立場確立
への模索」では、1 年を経験した時点で 2 年
目以降の課題として語る教師が多かったこ
とから鑑みると、再帰性が継続の背景にある
と考えられる。しかし，悩みを抱えることは
それ自体がストレス状態である。初任期の教
師が悩みを抱えながらも初年度を過ごせた
理由、さらにそこから次年度以降の課題を見
出せた理由は，本研究で指摘した 5つの支え
によるものが大きい。以上の結果を踏まえ、
初任期の教師支援を行う際には、初任者にと
って支えとなるものの有する両価性への葛
藤を念頭におく必要があることが示唆され
た。その支えのもとで 1年間を乗り切れたこ
と自体が自信となり、教職継続へ寄与するも
のと考えられる。 
 
③「教師の成長・発達モデル」から見た初任
期の教師に特徴的な生徒との関係における
悩みの過程について：ここでは、「教師の成
長・発達モデル」の過程に沿って検討した結
果について述べる。第 1 に、「悩みの発生の
過程」においては「理想像と責任感」に関し
て初任期に特徴的であった語りが得られた。
つまり、初任期は「こうしたい、こうすべき、
こうあって欲しい」との思いと現実の「わか
らなさ（時間的見通しのなさ、接し方関わり
方の判断基準、予想外の出来事や展開）」と
の間に相違が生じ、結果として心の余裕を失
いやすい状況に置かれてしまうのである。こ
のような戸惑いの状況が「悩みの発生の過
程」の背景となっていた。第 2 に、「悩みを
抱えていく過程」においては、取り組みの原
動力として「負けたくない，逃げたくない、
責任がある」といった思いが挙げられた。「教
師の成長・発達モデル」において、この思い
を支えるものは「悩みに巻き込まれない」、
「受け入れられ認められる」、「悩みを受け入
れる」であるが、いずれも初任期特有のプロ
セスを見出す事ができた。第 3 に、「悩みを
契機とした変容とその過程」に関しては、以
下の 3 点が挙げられた。それは、配属先が「希
望する校種か否か？」、「生徒指導困難効果否
か？（生徒の問題行動への対応の責任がどの
程度あるか）」、「初任者を育てる／初任者が
育ちやすい雰囲気や人間関係があるか否
か？」であった。これらは初任教師の戸惑い
の程度や、悩みを抱えた際の心の安定への寄
与に関連していた。これら支えが書けていた
場合、身体症状を呈していた教師も見られた。 
上記のような初任期に共通する悩みの過程
の特徴を踏まえ，初任期のテーマは教師とし
ての自分の確立と自信の獲得であるといえ
る。初任に限らず教師は日々の教育実践の中



 

 

で思考錯誤と成功・失敗体験を繰り返してい
る。この点に関し，初任の教師は周囲の教師
から助言を得たり、周囲の教師の行動を観察
することで他者の様子をまねることを試み
る。しかし、必ずしもうまくいかないことを
学ぶ。このように初任期の教師は、自分なり
のスタイルややり方を模索し、確立を試みる
中で、経験そのものが自信となっていくので
ある。したがって、教師としての自分を築く
初任の時期に教師自身の課題となっている
ことは、余裕のなさや多忙感、疲労とどうつ
きあっていくかであると考えられる。 
 
④「教師の成長・発達モデル」から見た初任
期の教師に特徴的な生徒との関係における
悩みの縦断的な事例検討：初任期の教師 2名
に対して継続的な半構造化面接調査を実施
し、「教師の成長・発達モデル」に沿って事
例検討を行った。具体的には、悩みの過程に
いる教師が悩みを得、その悩みに取り組み、
解決の経験を得るまたは悩みを抱えていく
過程のそれぞれの地点で、継続的して分析を
行った。その結果、初任期の教師が直面した
悩みから今後の当該教師の中心的な課題を
得ている様相を見出すことができ、課題から
得られたものは新たに生じた別の悩みに対
して対処の仕方の案として有効に活用され
ていくことが明らかとなった。したがって、
悩むことが実際に成長・発達として認識され
ていくことが実証されたと言える。この事か
ら、初任期の教員に関わる採用や研修の在り
方について以下の提言を行った。第 1に、「教
師職特有の文化への戸惑いと模索」および
「教師という立場獲得への模索」への支援を
行うことである。教師としてどう生きていく
のかといったアイデンティティ形成への支
援である。また、同僚や初任期特有の自己像
からの支えのもと、1 年間「乗り切ること」
ができるための戦略の取得および確立であ
る。 
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